























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































℃○：Zi－Ja　　 ？U，clna；一jata，N－te：k二aN　　 naレ：　　mQ：kiruk二U：ma－N　　 ne：N
　崇時は　　　　　　沖縄だったとしても　　　もう　　儲けるところも　　　なく，
mo：kirarlN　tuxuma：
　　儲けられる　　　ところが
9ari　ba　一一　rvL　r，］o：ki　一一　Tu
　あればぞ　　　儲けぞ
（su：ru）
（する）
　．
sa，：bi：te：一siga　　皿Q：kirariN　　tukUエlla：
　　　しましたが，　　　儲けられる　　　ところも
ne：nu　mata　du：一nu
　なく，　また，　　自分の
na　pt　Nso：muN　一一　nu　ka．　1〈ai　s．i一一　ja　ru：　一nu　1〈　wa：　一・　nu
もう　　　貧乏者が　　　　かかるのは〔績りにするのは〕　自分の　　　子に
kakairl：ru　c　Ju：一一nu　．mnN　nusumaraN　na：　haNsi
　かかれるのであって，　　入の　　　ものも　盗まれず，　　もう，　こう
SO：七i－N　　捻a：
していても　　もう
zinu：
お金を
ka　tu　；　’tt　je
借りて　　エ，
　　　　　　　　．
sablne：　na．rg，N’te：一gisjoN一
しないと　　　　いをンノ．．陥かったらしい
hu：zinu　？u：
　ような　　　ウー
Zユ：aユ．一nu　　？a．te：bi瓦
　時代が　　　ありました。
ロ　　　　の
Je．
工一　　，
？u翼　　kutu
その　　　こと
hwana，si　：
　　　話
si；一一ne：t±ja　na：
　　すると，　　　もう
lt　a・　ma－nu　wa　ra，　Ncja：ta：
　　今の　　　　子供達は
cja：siN　？uri：　wakai－ja　saNra－ri　？umu±bi：一一siga
どうしても　　それを　　わかりは　　　しないだろうと　　思いますが，
‘？　ataN－ru　nu　hwana　si　：　一一　ra　1〈e　一一　ja
あったという　　　　　話だけは
na　s±：kuzima－ja’tiN
もう　　　瀬底島でも
　　　　（1つ
籠a：　　Z工2；2CU－nu　　N：
もう　　　事実の　　ンー，
（12）
　lr　u　q　t　u　n　a：
　ずっと　　もう
hwanasi：
　　　話，
tsut，ae　kiraqtiN
伝え　　　来ている
hwanasi：t一（je：）一一je：biN
　　　　話　　　　（エー）です。
一r．　47r
　　　　　　　　　　　4．下男奉公についての笑い話と悲しい話
解　説：苦しL・下男奉公という生活の中であったいろいろの笑い話や悲しい1
　　　　　　話についてu端山が伝え聞いているところを述べている。
je：　　namahudゴ　　Ncja　　na：　　zi　ni　Nkw　a．　一・nU　　？awarina　　kutu：
エー C　　今ほど　　なるほどもう　　下男子の　　　あわれな　　こと，
hwanasi：一N　N：　？aibi；一　Stg　a　？unu：　waraibanasi：一N
　　話も　　ンー　ありますが，　その一，　　笑い話も
　　　　　　　　　　　　　（1＞
？ari：ba　ma．宅a　hizjo：nu　　na　　de：zina　　je＝　‘？awaribanasi一一
あれば，　また，　　非常な　　もう　大変な　　エー，　　あわれ話
聾　　？aibiN　　cjo：ru　hicigwaci－nu　　n3：　kju：一nu
も　ありま夷　　　丁慶，　　　　　7月の　　　もう　　　照贋の
．＿Cエ9waci－nu　gas1：bi－jatθ：一gisje沖hu：zrk　・一je：bi－siga　na
　　7月の　　　　　　　遊びだったらしいようですが，　　　　　　もう
hwaNta？uri　　　　？ata：ti　　hi《｝i－hicja：kutu　　na；　　z：L簸iNkwa
思いがけぬうるおいに　あたって　　．してしだところ，　　もう．　下男子を
9a　e1　ba　sa：捻u　　na：　piNma：一h．ara，　？izi：ti　　gizi　　haNra
遊ばせず，　　　もう　　　昼間から　　　　出て　　　行って　かずらを
？uiracje：一gisjeN－hu：A「i櫛je：biN一鵜u聾nu　　『》aNs　’i　　捻a：　　」獄：
　　　　植えさせたらしいようですのに，　　　　　　そこで　　もう　夜に
？iqciN　　捻a：　　je：Nsa，：一N　s±：bare：rU　　hicigwaci？asi：bi　一・N
入っても　もう　　盆踊りも　　　しよう，　　　　　7月遊びも
s1：barθ：r媒ぜicl　SO：一siga　na．：　皿s主一ja　ke：sanu
　　しょうといって　　　　しているが，　暗）う　　　主は　　　　帰ざず，
hicjakαtu． 獅＝F？unu　ziniNkwa：一ga　“ri：kure：na：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　そこで　　もう　　その　　下男子達が　　　　　どうだ，　これは　　もう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　1　　（2）
wacja：kU　　8i：ba　　nairu，，一一　rici　　kaNra　　muru　　sakasima？ui
　いたずら　　したら　　　よい　といって　がずらを　全部　　　　逆植え
一48一一
hi¢i　hicje；一gisjeN－hu：zi－je：bi：・一siga
して　　　　　したらしいようですが，
サ　　　　ロ
Je。
工＿
　　7
na：？aqcja：
　　翌E
nusi－nu　9izi　mici　hicjakutu　Ncje　na：
　主が　　　行って　　みて　　したところ　　なるほど　もう
sakaslma　？uj．ti
　　逆に　　　植えて
ne：nu　na：
しまって　もう，
9ure：
それは
ju；　na．muNre：　ru
世の書凶によるんだ〔かずらの．育つ育たないは世の吉凶による
　　　　　（5）
んだ〕　haNnagito：k：θ：一rici
　　　　　　　　ほっておけといって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
？aNs±　lna：　llla　：
　　あのまま
hicjaku一むu
したところ，
na：
もう
　　’
（kaN　N；） haNra－re；kutu　na：
かずらですから，　　　もう
na二
もう
mui　Xo：N　一一b　a；　一・　je；　bi　teN一
　　　生えているわけです
sa■　　コe：
ね。　　エー，
‘？uri一一ga　mata　？umu：
　それが　　また　　芋が
？imi　1〈ici
　　大変
？iqcrk一
入って〔実って〕
JO：一saΣ　　？urihiCja：七しし　　na：
ですね。　　　そうしたら　　　　もう
？url－N　ti：ci－nu
　それも　　　一つの
waraibanasi：一一je：bi：一・siga．　natti：ci－ja　so：ru　na：
　　　　　　笑い話ですが，　　　　　　もう一つは　　　丁度　　もう
ziniNgwa
　下男子
　ロ　　　リ　　　　　　　　の
CJU．一ne幽
　　人に
sikarari：sie－ja　？aNto：zi　na：　a：
　　使われるのは　　　あの当時　　もう　アー
kumi：一・N　ne：nu　met一一N　ne：nu
　　米も　　なく，　　米も　　 ない
？a　tai 　（re：　je：）一jeteN
ぐらいであった
zirai－je：bi：tu　na：
　時代ですから，　　もう
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
SO●9wac■一nu
　　正月の
？wtt・：si
豚肉，
na：
もう
？ur1－ru
　それぞ
macikaNte：一．ja’te：一一gisjeN－hu：zi－je：bi：一muNnu　so：ru
　　　　待ち遠しいだつたらしいようですのに，　　　　　　丁慶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
SO亀gwaC■一nU
　　正月の
zju：juql〈a－nu　hth：　na；
　　t4日の　　 日に　もう
ki　ma：　‘ti　？u　p－u：
決って　　　その
？｝va：sl－ja　na　mahai一一ne：
　豚肉は　　もう　　おわんに
？iNt．i　ku：si－ja
入れて　　くるのは
na　nanahaki
もう　　7切れ，
na：　　エne＝niN－me：niN　　k：imati：一gisjeN－hu：zi－jθ：bi：一・s：Lga
もう　　　毎年　毎年　　　　　　決っていたらしいようですが，
一一 S9一一
9aN　cjuke：
そこで　　一一・Pt
na：　　na　　憩e：捻iN　　na：
もう　 もう　　・毎隼　　 もう
nanahwaki－re：bi：tu
　　　　フ切れですから
？u　r±　一一　ga
それが
？uho：1〈u　naiN－ba：
　多く　　　なる時も
？a1－ga
あるか
　　の　　　　　　　　　　　コ　　　　の　　　　　　　　レ　　　　コ
SU■ra一Ja．一r■C：
　しらねといって，
？unu
その
hwanasi：
　　謡を
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　つsa・一gas■na。
　　しながら
“unu　ZiniNgwata：
その　　　下f子達が
？acimatuti
集っていて，
？aru　kine；一nu－re：biN－ro：　N：　9acimatuti
ある　　　家庭のですよ，　　　　ンー一，　集っていて
su：　te　：　一gis　」　eN　一・　hu　：　zi　一一」　e　：　bi－mu　．N　nu　h　i・一　zj　o　：ni
　　　　していたらしいようですのに，　　　　　　非常に
na：
もう
hanas1：
　　謡
　　　　　（4）
kunu　koqkeina
この　　　滑稽な
39欄●．
．
｝
e
、
刀
」
年s
青
苔 wutaN
　いた
N：
ンー
　　’
wute：一gisjeN－hu：zi－je；bi－siga
　　　　いたらしいようですが，
lt
　Ui　！〈a　jug　ka一　nu
f‘
@　14Elの
SまS±一3a
　肉は
saramatl－nu　mlhalgi
　　定っての　　　　5切れ
s’li　raN
知らず
i’ia　nahaki　一N
　　7切れも
？a　i　一一　ga
あるか
　　　　　カ
Sしと：ra．　一。rユ．Cユ．
　しら”といって
？unu　wakasje：nu
その　　　　若い
　　　　　　　　　　　　　ロ
n±億sje‘一ntミ　　na
　　青年が　　　もう
tuNga－ns：ti
　　台所で
？uta．　hieje：一．ff－iS．ile｝一hu：zi一一
・i歌　　　　したらしいよう
je：bi－mu　‘？aNsa．：i
ですのに，　　　そこで
磁a．：一捻u
ここの
．tikiganusi一一ja　？uri　kicl．
　　男の主人は　　　それを　聞いて，
“
　to：　na：
“なるほどもう
？1ユN’ta：｛黛a
それ達が
na：　　Ncja　　8ユ．s二L：
もう　　なるほど　　肉を
9」，u：nu
　言う
？uQsa　・一na．　：
それだけずつ
”2uta．　kici　miriba　ine：niN
歌を　　聞いて　みれば，　　　毎年
（5）
kama：ei
タミベさせイは
na．raN　｝〈u　tu　na　：
いけないから　　もう
ku：一nu
今日の
　　　　’
ku　：　一一nu－ba　：　一ja’．　？ihi－ja　na　：
　今日の時は　　　　少しは　　もう
Vuhc：ku
　多く
　　　　　　　　カ
　kamasje　一
食べさせなさい”
rtct　ru：　一一　nu　ku　nu　：
といって．　自分の　　この一
（Nnizi＞ ？aN　ZiniNkwa・　3url
あの　　下男子を　　呼んで，
sisi一一N
　肉も
‘7uho：ku　naci　kama　s　imitaN－r±cinu　・litra：ejasu－r±etnu　’nanasl：一nu
　　多く　　　して　　　　食べさせたとhう　　　　食べさせたという　　　話が
一一　50一
9aibiN　na：tl：ci－ja　mata，
あります。　　　もう一つは　　　　また
？anu：
あの一
”
？uhumugi－riel　47ure：一ja
大麦といって，　　　それは
siguNgwaci－ne：’　turarl：nu　？uhunmgi
　　4・5月に　　　　　　とられる〔収獲できる〕　　大麦
sエga
が
　　’
？uhummgi一一ja　？usi’一ne：
　　　大麦は　　　　　臼に
C？iN・ti　hici
入れて　　掲いて
（ji：）一一je：b±：一
（d　一一），　です
（6）
sos．1te　　a：　　エユa：
　そして　　アー　もう
9wa：bi　一一nuし　ha：
　　上の　　　皮を
turlba－ru　na　plrame：一tuka　hici
　とればぞ　　 もう　　　麦飯とか　　　 して
ka：riN－ba：一je：bi：tu
　食べられるわけですから
（？ur1 kumi：）　N：　？uhumugi
　　　　　　　ンー　　大疫を
sikacje：一gisjeN－hu：zi一一je：bi：一mu　na，：
　　　　掲かせたらしいようですのに，　　　　　もう
？　a　N　t　o　：　z　i　一　．fi　a
　　あの当時は
wakaraN
わからず，
み
しara
ただ
slkikurusiba　na　？atu　ha：　mugiN－ric±一
揚きつづけると　　　もう　　後　　皮が　　むけるといって
jate　：　一一gisjeN－hu　：zi　・一je：．b±一s±ga
　　だったらしいようですが，
　　　　（7）
na：　juru：junaka－ma，rj：一N
もう　　　夜夜中までも
na：
もう
　　　ロ　　のエnugエ・
幾を
（s±ka） ？usi－ne：
　　臼に
sikasaqti　hicja：tu　9unu
摘かされて　　したとζろ，　その
jinaguwara：bi－nu　yqk．u　？awa：ri一一nu　？ui－ni　na．：
　　　女の子供が　　　　　あまりの　　あわれさの　　　　うえに　　もう
nara：
涙が
？i．zi：ti　．ci：　9．gnu　naci．．：rnu　SiN；g．：一一S．iN．y．e：
　　　　　　　　きて，　その　　　涙が　　　　次第　次第に出て
？u　st　一Nga　ti
　　臼へ
？iqei　hic±hicja：tu　？unu　sikijaqsiku　nati　？izl
入って，　　　そしたら　　　その　　　揚きやすく　　なって　いって
tare：ma，　na：
　じきに　　もう
？unu：
その一
9uhumugi－N　cjuraku　nati
　　大嚢も　　　きれいに　なって，
？uN
その
pirame：一・N　hici
　　麦飯も　　　して
ka：riN－gu’tu　nataN－rici　h’vvanasut
食べられるように　なったといっての　　　話。
9uri－kara　j　e：
　　それから　 エー C
na：
もう
9unu　？uhumugi－ja　mizi　？INti
その　　　大麦は　　　　水　　入れて
一一@sa　一一
8ik工：ba
揚げば
he：ku　？unu：
早く　　その一
ka：riN一一gutu　naisa一一3a：一rlci　miz±
食べられるようになるのだねといって，水
？iNti
入れて
81kihwazi犯a七a聾一r蔓箋上類．　hwanasi：
　　掲きはじまったといtt．　　　　話。
込a：
もう
mukas1一一nu
　　　昔の
na：
もう
mo：klkata：・一N　ne：N
儲けるところも　なく，
ziniNkwa－ta　hici．　nal
　下男子と　　　して　　もう
9e：’kiNcju
　資産家に
？aNsi　sika’fari：si一一N　huNto：
あのように　　使われるのも　　　本当
na：
もう
？irugiru－nu
　　いろいろの
？　a　war　i　b．　a　na　s　i：
　　あわれ話，
mata
また
？iru？iru一・nu　waraibanasi：
　　いろいろの　　　　　笑い話
捻uNkui
いろいろ
？ai　一一ja．
ありは
sa：bi：一siga
　　しますが，
na：・　？uri一一ja
もう　　　それは
？uri－tu　hici　na：
それと　　して，　もう
mukasibarasi：一tu　hiei
　　　　昔話と　　　　　　して
na　kiku：nu
もう　　聞く
？uqsa－sje：一ja．tiN
　　　だけででも
slm1　一一　Ja
　すみは
saN－gaj　a，　：
しないかしら，
mata・　？uyi　k±ci
また　　それを　聞いて
na　ma－Ru
　今の
waraNcja：ta：一ga
　　　　子四達が
na：
て　　　　い
もつ
ma，ta
また
ti：ci－nu
　一つの
sje：s2Nteki－nu
　　　精神的の
kjo：？iku　nari：ba
　教育に　　　なれば
mata　？i：
また　　良い
hanasi’：
　　　話
Para，N－gaja；　一ri
ではないかしらと
？U魚Uto：N
思っている
sire：一一je：biN
　　次第です。
一52一一一
注
1　上聞幸次郎氏の自然会話
　1　瀬底島のノmと門中について
P　8　（1）　？aNsa：　　？a鞠abaの縮まった形。？aNは《あれ》saは《す
　　　　　　　　　　　　る〉の未然形，baは仮定条件を表わす助詞。直訳
　　　　　　　　　　　　すれば《あb・，すれば〉となる。
P　8　（2）　《資産家》のこと。sisuku？e：ki：は家号で，一名？aga：riと
　　　　　　　　　　　　もいう。
P　8　（5）　nuro：　　　nuru　ja＜ノロは》の縮まった形。
P　8　（4）　rici　　　ri？iciの縮まった形。　riはくと》，？iciは《書
　　　　　　　　　　　ろて》。
P　8　（5）　ga　　　　疑問を表わす孫助詞。その結びの活用形式の語尾は
　　　　　　　　　　　　必ず一aの形をとる。ga　je：misje：tara
P　9　（6）共通語的。方言ではkuc1：　という。
P　9　（7）地名・瀬底島の略図参照。
P　9　（8）家号，sisuku？θ：ki：ともいう。
P　9　（9）　地名　瀬底島の略図参照
p　g　（1　o）家号　現在のノUZの出ている家である。
P　9　㈹家号
P　9　（a2）　？ure：　　？uri　ja　＜それは》の縮まった形。
p　g　o5）地名，瀬底島の略図参照。
：p　g　（14）本部町字浦崎のこと。
P　9　（15）hic±cja：七u　hici　hicja：七uの縮まった形。　hic1＜して＞
　　　　　　　　　　　　hicja：tu《したら》，直訳すれば《してしたら》
　　　　　　　　　　　　となる。
一5ろ一
P　9
P　10
P．　10
P柵
P　10
P　11
？M
ti　・M
’IP　a　2
P　！2
王）15
o±　15
1）　1　3
P格
P　15
（t6）ru：tu　　ri？ju：nutuの縮まった形。　riは《と》？ju：nu
　　　　　　　　は《言う＞tuは《と》
（の共通語的。方言ではsizjajinaguNgwaとなる。
（18）家号
（19）家号，瀬底の根心といわれている。
（20）《ウフジユクの立ちはじまりは……》とうちだしているρ㍉以下
　　述べていることは，その立ちはじまりについてではなく，ノnの
　　争いについて述べている。話者の頭の中には《ウフジユクの立ち
　　はじまり》と《ノロの争い》についての二つの主題が入りまじつ
　　ていたようである。
⑳家号
（22）　？are：　　　？ari－ja〈あれは〉の縮まったもの。
（25）　nururu．Nciという拝所の一角にある屋i敷のこと。
（24）　pi：が純瀬底方言である。本部町渡久地方雷の影響でhi：となつ
　　ている。
（25）共通語的。方暑ではmutuja：という。
（26）神がその存在を入々に告げ知らすために，ウフユミシヌグイの祭
　　りの夜に鐘を打ったという。これをエンガ＝一と呼んでいる。
（27）家号。nurur顧ciという拝所の近くにある家。
（28）共通語的。方言ではrukuとなる。
（29）共通語的。方言では？amaとなる。
（50）　？uhujumi　sinu：gu　7i月の中旬に5日間続いての祭りがある
　　　　　　　　が，それをいう。？uhujumiは祭りの最初の日に，
　　　　　　　　各家ごとに餅をつくって，各々の資産に応じてそれ
　　　　　　　　をウチグシク山というところへ奉納する儀式をいう。
　　　　　　　　sinu：guまたはsinUguiは，次の日に，粟や穫
　　　　　　　　でつくったどぶろくをウチマンe一という広場で神
L－s4一
1）　1　5
1）　15
n±　14
P　一1　4
TFL）　14
P　16
　　　　　　　　に奉げる儀式をいう。女の神入が馬に乗って西の浜
　　　　　　　　に下りていって祈りをするの屯その日である。
　　　　　　　　最後の日はhaNbuto：kiといって，男の神入が各家
　　　　　　　　をまわって悪風を払う儀式がある。臼太鼓もその日
　　　　　　　　に催される。
（51）地名，一一名ウチグシク山ともいう。略図参照。
（52）hure：　　　hUri萄a＜これは》の縮まった形。
（55）共通語的。方言ではzjo：iとなる。
（34）muno：　　　munu－ja＜毛のは》の縮まった形。
（55）wane：　　wani－ja《私は〉の縮まった形。
（酪）　？u，kamigu．℃o・9uk：amigutu－ja《御神事は〉の縮まつなもの。
　2．初代ノロについての逸話
P17　（1）　9uNejo：　？VtNcju：一ja　《その入は》の縮まった形。
P17　（［2）　地名，略図参照
p1ア　⑤　瀬底島と沖縄本島とにはさまれた海峡，今でも台風の時には船舶
　　　　　　がよく避難する。
PG7　④　ha：tuti　直訳すれば《かかっていて》となる。
p／7　（5）　hja：　　　相手をさげすみ，言いけなす時に用いる終助詞。
p17　（5）　zjaNpa　　中部読谷村の西側に突き出た岬。那覇港へ向う船は
　　　　　　　　　　　そこをまわっていくQ普通でも波が高いところであ
　　　　　　　　　　　　る。
：P18　（7）　9atQ：　　？atu　j　a．《後は》の縮まった形。
一55一
豆　上間真好氏の自然会話
　1．島の概況
P20　①　kara　　　瀬底方言ではharaとなる。他方言（主に本部町渡
　　　　　　　　　　　久地方言）の影響
P20　②　kai　　　瀬底方言ではNgatiとなる。他方言の影響
P2e　（3）　hazimiti　無azil鷺i℃iが純瀬底方言である。
P20　④　共通語的。後でmuruと方言で言いなk・している。
：P21　（i5）　rinu　　　ri‘？　ju：nu《という》の縮まった形。
P21　（6）　kura：bi　《比較》の体言が入るべきであるが，ここではそれ
　　　　　　　　　　　が欠けていて不自然な表現法となっている。
P21（ブ）本部町字健堅にある川。
P2G　（8）　共通語的。方言ではkura：siとなる。
P21　⑨　共通語的。方言ではhunuと選る。
P餌　（10）ke：ga：　　直訳すれば《食う川》となる。飲み水をためた池の
　　　　　　　　　　　　こと。
　　　　　　　　　　　瀬底方言では《池〉もha：と友って，共通語の《川》
　　　　　　　　　　　に対応する形式を用いている。
P21　（11）共通語的。　方雷では皿itukuruとなる。
P餌　　（12）　huto：bi：　瀬底方言ではhtttl：bi：となる。他の方言では
　　　　　　　　　　　　《堀っている〉《書いている》等はhutO：N，
　　　　　　　　　　　　kacjO：｝1となるが，瀬底方言ではhutiN，　haciN
　　　　　　　　　’　　で一〇；一の形はとらない。
P22　（15）　共通語的。　　方書では？ai？　．」　u．：nuとなる。
：P22　（14）　ne：《に〉がくるのが自然である。
P22　（15）　ri《と》がくるのが自然。
P22　（16）hwaruが瀬底方言である。
P2ろ　（17）浜崎（健堅）と瀬底とにはさまれた海峡。
　　　　　　　　　　　　　　　一56一
P　25
P　25
P　25
1）　24
1）　24
（18）擢を漕いで進める舟。
（lg）maNnata：buku　maNna　は《満名》で地名，本部町字並里の
　　　　　　　　こと。
　　　　　　　　ta：bukuはく田んぼ〉で満名にある田んぼのこと
　　　　　　　　をいう。
⑳）karute：nu瀬底方言ではke：te：nuとなる。他方言の影響。
（2D　hwanasi：　が瀬底方言である。
（22）共通語的。　：方言では？ubirazi《突然，思いがけない》を用い
　　　　　　　　る。
？の共通語的。　方言では？uqsahiciNとなる。
（24）共通語的。　方言ではmuqtuとなる。
（25）共通語的。　方言では？izja：nu　となる。
餌）共通語的。　方言ではkuru：maであるQ
（27）共通語的。　方言ではhunuとなる。
（田）地名，略図参照。
（29）r・緯u　　　ri？ju：nu　《という》の縮まった形。
60）共通語的。．方言ではso：ruとなる。
01）hajabukija：が瀬底方言である。
（52）共通語的，　方言ではsi磁a揃く終わる〉を用いる。
（お）地名，略図参照。
・（弘）地名，略図参照。
（55）共通語的。　方言ではsi：加：となる。
（56）共通語的。　方書ではzjO：to：を用いる。
（57）共通語的。　：方言ではja：〈家〉を用いる。
（58）共通語的。　方言で｝a　Ncjaとなる。
（59）　rito：NkaNkei　rθ　共通語的。方言ではhwanarizima－nu
　　　　　　　　　　　　　　cigo：sai〈離れ島の都合で〉となる。
一57一
P　29
P　29
1）ろ0
P　50
i）　51
1）　51
（40）瀬底方言ではhajo：七iとなる。
（？41）共通語的。　方言では？imikiciとなる。
（42）一定のクループで砂糖製造のた：めに建てた家，そこには砂糖製造
　　に必要ないろいろの道具がそなえられている。
（45）　kibi－nu？aqsaku共通語的。方言ではwugi：kwa：su聾を用
　　　　　　　　いる。　　　　　　　　　　’
（44）共通語的。　方言ではnama　hara＜今から》となる。
（45）共通語的Q　方言ではwugi：である。
　2．　瀬底島の年中行事について
P52　①　nu：　uruNciは《ノロ殿内》で，そこはノmがいつも拝んでいる。
　　　　　拝所の一つ。略図参照。
下）ろ2
P　」．2
Pろ2
Pろ2
Pろ2
Pろ2
一？e　gu　2
：P3ろ
Pろ5
：Pろ5
P　55
P　J74
②　nururuNciの東側にある森。その森のタに一つの拝所がある。
⑤　拝所の一一つ。伝えによると唐に関係ある神を祭っているとのこと。
④　渡船の発着する浜の近くにある拝所。
⑤　島の酉側の森の中にある拝所。一一一一‘2｝〕mja：tuja？ixgwaNともいう。
⑤　島の南側の森の中にある拝F｝i。
（7）　？uhu？ugwaN　＝男女の神入と区長を加えた人数で7御嶽をまわっ
　　て拝む儀式。年2回行なわれる。
⑧　watakusi？ugwaN　男女の神人がnururuNciの拝所とウフジユ
　　　　　　　　クにあるアサギという拝蕨を拝む儀式。
⑨　共通語をそのまま：方言化した形。：方言では？uri　haraという。
（10）sika：sani旧暦32月に男女神を個人宅に招いてごちそうする
　　　　　　　　儀式。現在はなくなっている。
Pt）共通語的。　方言ではsa：bi：slga〈しますが〉を用いる。
（32）共通語的・　方言ではkara：taという。
（15）共通語的9　方言ではke：・・：を用いる。
一58一
P　54
P　55
1）　5　6
P　56
P　57
i．　57
1E）　58
F　59
P　40
P　40
P　41
（t4）　nuruganasi：　一ganasi：は尊敬を表わす接尾辞。《太陽》
　　　　　　　　にはtiraというが，尊敬をこめたときはtira－
　　　　　　　　ganasi：　となる◎
（15）このje：　以下は次のようになる。　je：bi：ra　wakajabiraN
　　　　　　　　siga《であるかわかりませんが》の下線の部分が
　　　　　　　　欠けている。
（16）男神の中で一番上位の神入。
（の共通語的。　方言ではkwa：ma：gaとなる。
（⑧　kaNtt　　瀬底方量ではha翼tiとなる。他方言の：影響。
（19）祈濤をする際のとなえことば。意味は不明。
（［20）地名。ある一定の広場がある。略図参照
（21）to：kaci　瀬底方言ではto：hakiである。他方言の影響．
C22）共通語的。　方言では？urihara＜それから》を用いる。
（25）共通語的。　方言ではhuriとなる。
（24）共通語的。　方言ではsimai〈終り〉または？icibaN？atu
　　　　　　　　〈一番後〉を用いる。
5．下男奉公について
P．4　2　①　ziniNbu：ku：適：訳すれば《下人奉公》にあたる。　zinaNbu：
　　　　　　　　　　　　ku：と同じ。
’一，，）　42
］　44
’P　45
p　aJr
－y’　45
’P　45
P　45
②　1〈akarumuN瀬底方書ではha　1〈arumuNとなる。他方言の影響，、
（5）共通語的・輝では？iki七utu：miとなる・
④　katamiti　瀬底方書ではhatamitエとなる。他方言の影響。
⑤　共通語的。　方言ではhunuとなる。
⑤　hara《から》のhaが脱落した形。
（7）　harariba　瀬底方言ではhwararibaとなる。他方言の影響。
⑧　共通語的。　方言ではni：sje：という。
　　　　　　　　　　　　．一　Jr　9一
P　46
P　46
P　47
：P　4ア
　4．
P　a8
1）　48
P　A9
⑨共通語的。
（le）　hataraci
（製）共通語的。
（12）共通語的。
方言ではhiN　＜あたり》を用いるも
瀬底方言ではhwataraciとなる。他方言の影響。
方言ではhuNtO：《本当〉を用いる。
：方言ではnagare：〈長く〉を用いる。
下男奉公につvlての笑い話と悲しい話
（1）
（2）
（5）
1．一・’　50　（4）
P50　（5）
P　5f　（6）
P53　の
共通語的。　方言ではre：z加aという。
kablra　　瀬底方言ではhaN’r　a　という。他方言の影響。
haNnagito：ke：瀬底方言ではhwaNhagituke：　となる。．他
　　　　　　方言の影響。
共通語的。　方言ではte：hwaという。
ka鵬a：ci　瀬底：方言ではka：ciとなる。また，他方言の
　　　　　　　kamasje：《食べさせなさ）’、〉比amasi1魔七aN《1食
　　　　　　べさせた〉はka：sje：，ka：cjaNとなる◎
共通語的。　方’書では？urihara《それから》を用いる。
juru：加naka　瀬底方言ではjuru：junahaとなる。他方言の
　　　　　　影響。
一一 U0一
瀬底島の略図
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